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連載シリーズ
　

日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ

び
わ
こ
大
会
【
㈶
日
本
体
育
協

会
な
ど
が
主
催
】
が
９
月
に
滋

賀
県
で
開
催
さ
れ
、
ゴ
ル
フ
競

技
に
出
場
し
た
正
木
洋
司
さ
ん

（
55
歳
・
大
洲
）
が
、
個
人
戦
で

優
勝
、
団
体
戦
（
愛
媛
県
）
で

も
準
優
勝
と
い
う
輝
か
し
い
成

績
を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ

は
、
シ
ニ
ア
世
代
を
対
象
と
し

た
全
国
で
初
め
て
の
総
合
ス
ポ

ー
ツ
大
会
で
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
む
こ
と
に
よ
り
、
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
の
よ
り
一
層
の
普
及
・
振

興
を
図
ろ
う
と
２
０
０
１
年
か

ら
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の

で
、
今
年
は
滋
賀
県
の
各
市
で

13
の
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

正
木
さ
ん
は
、
５
月
に
行
わ

れ
た
愛
媛
選
手
権
大
会
で
県
代

表
の
切
符
を
手
に
し
、
今
回
の

び
わ
こ
大
会
で
見
事
全
国
優
勝

と
い
う
栄
冠
を
勝
ち
取
り
ま
し

た
。
こ
の
日
は
市
役
所
に
大
森

市
長
を
訪
ね
、
大
会
の
報
告
を

さ
れ
ま
し
た
。「
ま
さ
か
優
勝
で

き
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
上
位
入
賞
は
狙
っ
て

い
ま
し
た
。
初
日
に
４
ア
ン
ダ

ー
で
勢
い
に
の
る
こ
と
が
で
き
、

２
日
目
は
少
し
気
持
ち
に
余
裕

が
で
き
ま
し
た
」
と
大
会
当
日

の
心
境
や
「
こ
の
大
会
で
の
貴

重
な
経
験
を
生
か
し
て
、
ジ
ュ

ニ
ア
の
指
導
育
成
や
マ
ナ
ー
、

技
術
の
向
上
を
含
め
た
ゴ
ル
フ

の
普
及
振
興
に
努
め
て
い
き
た

い
」
と
今
後
の
抱
負
を
語
っ
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
こ
の
大
会
に
２
年
連
続

で
出
場
し
た
サ
ッ
カ
ー
の
「
大

洲
40
Ｆ
Ｃ
」
は
、
惜
し
く
も
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
は
進
出
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
予
選
リ

ー
グ
２
勝
１
敗
で
グ
ル
ー
プ
２

位
に
な
る
な
ど
大
健
闘
を
み
せ

ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

〜
日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
２
０
０
７

び
わ
こ
大
会
〜

全国大会　優勝

お
お
ず
の
女
性

〜
輝
い
て
今
〜

Vol.35

　

平
成
20
年
１
月
11
日
よ
り

配
偶
者
暴
力
防
止
法
の
一
部

改
正
法
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

こ
の
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
は
、

① 

生
命
・
身
体
に
対
す
る
脅

迫
を
受
け
た
被
害
者
も
保

護
命
令
の
申
し
立
て
が
で

き
ま
す
。

　

配
偶
者
か
ら
生
命
・
身
体

に
対
す
る
脅
迫
を
受
け
た
被

害
者
が
、
将
来
、
配
偶
者
か

ら
受
け
る
身
体
に
対
す
る
暴

力
に
よ
り
、
生
命
ま
た
は
身

体
に
対
す
る
重
大
な
危
害
を

受
け
る
お
そ
れ
が
大
き
い
と

認
め
ら
れ
る
と
き
に
も
、
裁

判
所
は
保
護
命
令
を
発
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

② 
被
害
者
に
対
す
る
電
話
・

電
子
メ
ー
ル
な
ど
が
禁
止

さ
れ
ま
す
。

　

被
害
者
へ
の
接
近
禁
止
命

令
の
実
効
性
を
確
保
す
る
た

め
、
被
害
者
の
申
し
立
て
に

よ
り
、
被
害
者
へ
の
接
近
禁

止
命
令
と
あ
わ
せ
て
、
裁
判

所
は
配
偶
者
に
対
し
、
被
害

者
に
対
す
る
次
の
い
ず
れ
の

行
為
も
禁
止
す
る
保
護
命
令

を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

１
．
面
会
の
要
求

２ 

．
行
動
の
監
視
に
関
す
る

事
項
を
告
げ
る
こ
と
な
ど

３ 

．
著
し
く
粗
野
・
乱
暴
な

言
動

４ 

．
無
言
電
話
、
連
続
し
て

の
電
話
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・

電
子
メ
ー
ル
（
緊
急
や
む

を
得
な
い
場
合
を
除
く
。）

５ 

．
夜
間
（
午
後
10
時
〜
午

前
６
時
）
の
電
話
・
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
・
電
子
メ
ー
ル

（
緊
急
や
む
を
得
な
い
場
合

を
除
く
。）

６ 

．
汚
物
・
動
物
の
死
体
な

ど
の
著
し
く
不
快
ま
た
は

嫌
悪
の
情
を
催
さ
せ
る
物

の
送
付
な
ど

７ 

．
名
誉
を
害
す
る
事
項
を

告
げ
る
こ
と
な
ど

８ 

．
性
的
羞
恥
心
を
害
す
る

事
項
を
告
げ
る
こ
と
な
ど

ま
た
は
性
的
羞
恥
心
を
害

す
る
文
書
・
図
画
の
送
付

な
ど

③ 

被
害
者
の
親
族
な
ど
に
対

し
て
も
接
近
禁
止
命
令
が

発
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

配
偶
者
が
被
害
者
の
親
族

な
ど
の
住
居
に
押
し
か
け
て

著
し
く
粗
野
・
乱
暴
な
言
動

を
行
っ
て
い
る
な
ど
の
事
情

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
被
害
者

が
配
偶
者
と
面
会
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
る
こ
と
を
防
止
す

る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
は
、
裁
判
所
は
、
被

害
者
の
申
し
立
て
に
よ
り
、

被
害
者
へ
の
接
近
禁
止
命
令

と
あ
わ
せ
て
、
被
害
者
の
親

族
な
ど
へ
の
接
近
禁
止
命
令

を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

以
上
配
偶
者
暴
力
防
止
法

の
改
正
に
つ
い
て
述
べ
ま
し

た
。

　

し
か
し
な
が
ら
配
偶
者
以

外
に
も
恋
人
や
パ
ー
ト
ナ
ー

か
ら
の
暴
力
や
暴
言
な
ど
を

受
け
る
被
害
者
も
増
加
し
て

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
被
害

者
の
人
の
た
め
の
相
談
窓
口

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

愛
媛
県
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

（
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
）
☎
０
８
９
（
９
２
６
）

１
６
４
４

　

な
お
、
大
洲
市
役
所
へ
の

相
談
は
左
記
ま
で
お
願
い
し

ま
す
。

市
役
所　

☎
㉔
２
１
１
１

社
会
福
祉
課

Ｄ
Ｖ
・
女
性
の
福
祉
相
談

（
内
線
１
８
０
、１
８
５
）

企
画
調
整
課

男
女
共
同
参
画
に

関
す
る
相
談

　

 

（
内
線
５
２
２
、５
２
４
）

優勝の報告をする正木洋司さん（左）

〜
〜
配
偶
者
暴
力
防
止
法
改
正
〜
〜
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えりも町を表敬訪問

え
ひ
め
の
道

づ
く
り
を

考
え
る

フ
�
�
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

大
森
隆
雄
・
大
洲
市
長
が
会

長
を
務
め
る
道
路
整
備
促
進
期

成
同
盟
会
愛
媛
地
方
協
議
会
・

愛
媛
県
市
町
道
整
備
促
進
期
成

同
盟
会
主
催
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、

10
月
27
日（
土
）、
松
山
市
の
愛

媛
県
県
民
文
化
会
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

行
政
や
建
設
関
連
業
者
な
ど

お
よ
そ
６
０
０
人
が
参
加
し
た

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
徳
島
県
上

勝
町
の
株
式
会
社
い
ろ
ど
り
代

表
取
締
役
副
社
長
の
横
石
知
二

さ
ん
が
、「
そ
う
だ
！
葉
っ
ぱ

を
売
ろ
う
〜
過
疎
の
町
、
ど
ん

底
か
ら
の
再
生
〜
」
と
題
し
て

の
記
念
講
演
が
あ
り
、
料
理
の

つ
ま
も
の
に
使
用
す
る
葉
っ
ぱ

ビ
ジ
ネ
ス
を
通
し
て
、「
道
路
も

人
も
地
域
も
同
じ
こ
と
で
あ
り
、

い
か
に
主
役
が
光
る
か
が
鍵
と

な
る
」
と
訴
え
て
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
矢
田
部
龍
一
・

愛
媛
大
学
大
学
院
教
授
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
愛
媛
県
観

光
協
会
・
奥
村
武
久
会
長
、
愛

媛
新
聞
社
・
深
井
博
論
説
副
委

員
長
、
西
条
市
・
伊
藤
宏
太
郎

市
長
、
久
万
高
原
町
・
玉
水
寿

▲活発な意見が交わされたパネルディスカッション

清
町
長
、
愛
南
町
・
谷
口
長
治

町
長
の
５
人
が
パ
ネ
ラ
ー
と
し

て
参
加
し
、「
え
ひ
め
の
未
来
に

向
け
た
道
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ

に
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

四
国
内
の
高
速
道
路
の
８
の

字
の
早
期
完
成
、
災
害
に
強
い

道
路
整
備
、
地
域
の
自
立
を
高

め
、
地
域
住
民
が
維
持
に
努
め

る
こ
と
な
ど
、
パ
ネ
ラ
ー
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま

な
提
案
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

▲ さらなる交流促進に向け、岩本町長（左）
と握手する大森市長

　10月上旬、かねてより交流のあった北海道えりも町へ、

新大洲市として初めて大森隆雄・大洲市長が表敬訪問し

ました。

　襟裳岬で有名なえりも町は、北海道の東南端に位置し、

昆布、サケ、ウニなどの漁業資源と雄大な景観に恵まれ

た人口5,700人余りの観光のまちです。また「風極の地」

と呼ばれる日本屈指の強風地帯でもあることから、平成

９年度に「風の博物館」（旧肱川町）と「風の館」（えり

も町）とで姉妹館提携を締結して以来、親交が続いてい

ます。

　訪問時には、岩本溥
ひろ

叙
のぶ

・えりも町長をはじめ副町長な

ど、町職員に温かく出迎えていただき、今後も両者がイ

ベントなどをとおした特産物のＰRなど、より一層の活

性化に向けた交流を深めることなどを誓い合いました。

大森市長が「えりも町」を

 表敬訪問

　

大
洲
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
策

定
し
て
き
ま
し
た
大
洲
市
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
案
に

つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

最
終
的
な
ご
意
見
を
い
た
だ
く

た
め
、
９
月
10
日
か
ら
10
月
10

日
ま
で
の
１
カ
月
間
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
公
募
）

を
実
施
し
ま
し
た
。
期
間
中
20

人
の
閲
覧
が
あ
り
ま
し
た
が
、

意
見
書
の
提
出
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

ま
た
、
当
プ
ラ
ン
の
原
案
説

明
会
を
９
月
28
日
、
大
洲
市
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
、

５
人
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
出
席

さ
れ
ま
し
た
。
市
か
ら
案
の
説

明
を
行
っ
た
あ
と
、
出
席
者
か

ら
い
く
つ
か
の
ご
意
見
や
ご
質

問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
都
市

計
画
に
関
す
る
ご
意
見
に
つ
い

て
は
、
再
度
検
討
を
行
っ
て
、

今
年
度
中
に
当
プ
ラ
ン
の
策
定

を
完
了
し
て
い
く
予
定
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
都
市
整
備
課
都
市
計

画
第
１
係

　

☎
㉔
２
１
１
１

（
内
線
２
４
４
・
２
４
５
）

大
洲
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン（
案
）の
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト（
意
見
公
募
）お
よ
び

原
案
説
明
会
の
結
果
報
告
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歌麿館企画展

浮
世
絵
に
見
る
忠
臣
蔵  

　

平
成
19
年
も
残
す
と
こ
ろ
わ

ず
か
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
12

月
と
言
え
ば
、
そ
う
忠
臣
蔵
の

季
節
で
す
。　
　
　

　

忠
臣
蔵
は
、
12
月
14
日
赤
穂

浪
士
四
十
七
士
が
吉
良
邸
に
討

ち
入
り
浅
野
内
匠
守
の
無
念
を

晴
ら
し
た
事
件
で
、
日
本
人
で

あ
れ
ば
知
ら
な
い
人
は
い
な
い

く
ら
い
有
名
な
出
来
事
で
す
。

　

当
時
赤
穂
浪
士
は
、
江
戸
の

人
々
か
ら
忠
義
の
臣
と
し
て
注

目
さ
れ
、
数
多
く
の
絵
入
狂
言

本
や
浮
世
絵
、
さ
ら
に
は
歌
舞

伎
の
題
材
に
取
り
上
げ
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
忠
臣
蔵
は
現
在

に
生
き
る
私
た
ち
に
と
っ
て
も

親
し
み
の
あ
る
事
柄
、
季
節
を

感
じ
る
風
物
詩
の
一
つ
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
当
歌
麿
館
で
は
今

年
度
冬
の
企
画
展
と
し
て
、
赤

穂
浪
士
が
討
ち
入
り
を
し
た
12

月
14
日
に
合
わ
せ
て
、
浮
世
絵

と
い
う
版
画
に
描
か
れ
た
忠
臣

蔵
の
世
界
に
つ
い
て
紹
介
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

展
示
品
の
中
に
は
、
喜
多
川

歌
麿
が
描
い
た
歌
舞
伎
「
忠
臣

蔵
」
の
一
節
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
家
族
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

ご
来
館
く
だ
さ
り
、
忠
臣
蔵
の

世
界
を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

『
チ
ェ
コ
・
プ
ラ
ハ
・
カ
メ
ラ
ー
タ
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
』

〜
平
成
19
年
度 

愛
媛
県
県
民
総
合
文
化
祭
協
賛
事
業
〜

　

世
界
的
に
有
名
な
「
プ
ラ
ハ
・

カ
メ
ラ
ー
タ
」
を
チ
ェ
コ
か
ら

招
き
、
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
音
楽
祭
は
、
平

成
19
年
度
愛
媛
県
県
民
総
合
文

化
祭
に
協
賛
し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】　

12
月
5
日（
水
）

　

開
演　

午
後
7
時

　

 

（
開
場　

午
後
6
時
30
分)

【
場
所
】

　

大
洲
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

【
入
場
料
】　

　

一
律 

１
０
０
０
円

【
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い
】　
　

　

 

大
洲
市
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課
、
山
荘
画
廊
、
東
洋
美

商
、
高
松
自
動
車
商
会
、
カ

ジ
タ
楽
器
大
洲
店
ほ
か

【
演
奏
曲
目
】

　

 

ヴ
ェ
イ
ヴ
ァ
ノ
フ
ス
キ
ー

：

ソ
ナ
タ A

lleg
ro

　

 

ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ

：

「
四
季
」

よ
り
〝
冬
〞
　

　
 

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

：

ア
イ
ネ
・

ク
ラ
イ
ネ
・
ナ
ハ
ト
ム
ジ
ー

ク

　

ス
メ
タ
ナ

：

モ
ル
ダ
ウ

　

ヤ
ナ
ー
チ
ェ
ク

：

組
曲

　

 

ブ
リ
テ
ン

：

シ
ン
プ
ル
・
シ

ン
フ
ォ
ニ
ー

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

 

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　

☎
㉔
１
７
３
５
（
直
通
）

　

 

高
松
自
動
車
商
会 

　

☎
㉔
４
５
０
１

　

大
洲
中
央
病
院
（
武
内
）

　

☎
㉔
４
５
５
１

※ 

駐
車
場
は
、
市
民
会
館
駐
車

場
、
大
洲
小
学
校
・
大
洲
南

中
学
校
の
各
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
期　

間

　

11
月
28
日
㈬
〜

　

平
成
20
年
１
月
27
日
㈰

■
場　

所

　

風
の
博
物
館

　
　
　
　

歌
麿
館
企
画
展
示
室

■
時　

間

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
休
館
日　

火
曜
日

■
入
館
料

（
風
の
博
物
館
と
共
通
券
）

　

一　

般

　
　
　

５
０
０
円
（
３
０
０
円
）

　

小
中
高

　
　
　

２
５
０
円
（
１
５
０
円
）

　

※ 

（　

）は
15
人
以
上
の
団
体

■
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
７
９
７
│
１
５
０
５

　

 

大
洲
市
肱
川
町
予
子
林
99
│

１

　

 

大
洲
市
立
肱
川
風
の
博
物
館
・

歌
麿
館

　
　

☎
34
２
１
８
１

　
　

FAX
34
３
９
６
６

歌麿館
企画展

一
いっ

魁
かい

斎
さい

芳
よし

年
とし

「仮名手本忠臣蔵十二段目」

喜多川歌麿「忠臣蔵九段目」

第
21
回
お
お
ず
音
楽
祭
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お知らせ

成人式のご案内
　大洲市では、成人を迎える皆さんの輝かしい未来を祝
福するため、記念式典を開催します。
　
日　時　　平成20年１月13日㈰
　　　　　　　受付　午後０時30分
　　　　　　　開会　午後１時
　場　所　　大洲市民会館大ホール

☆参加対象者
　昭和62年４月２日から昭和63年４月１日までに生ま
れた人で大洲市に住民票がある人または転出者で市内に
家族が住んでおり参加を希望する人。
☆住民票がある人
　市内に住所を有する新成人の皆さんへ案内状を送付し
ます。
☆転出している人
　家族が市内に住んでおり、進学・就職により市外に転
出している人も参加できます。
　参加希望者は、生涯学習課まで申し込んでください。
☆問い合わせ先
　教育委員会生涯学習課☎24－1735(直通)

　

昭
和
の
時
代
の
香
り
が
残
る

大
洲
市
で
、
10
月
13
日（
土
）
か

ら
28
日（
日
）
ま
で
、
映
画
の
ロ

ケ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
榊
英
雄
監
督
の
「
ぼ

く
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
で
、
家

族
の
絆
や
愛
情
を
テ
ー
マ
に
、

主
人
公
で
あ
る
孫
が
あ
る
き
っ

か
け
を
通
し
て
優
し
さ
を
取
り

戻
し
、
親
と
し
て
成
長
す
る
ス

ト
ー
リ
ー
を
描
い
た
も
の
で
、

大
洲
城
や
商
店
街
、
大
洲
神
社

な
ど
で
撮
影
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
15
日（
月
）
に
は
、
榊
監

督
を
は
じ
め
、
出
演
者
の
菅
井

き
ん
さ
ん
や
原
日
出
子
さ
ん
が

大
森
市
長
を
表
敬
訪
問
さ
れ
、

こ
の
中
で
榊
監
督
は
、「
肱
川

橋
を
こ
え
て
大
洲
城
が
見
え
た

瞬
間
、
何
の
ち
ゅ
う
ち
ょ
も
な

く
ロ
ケ
地
と
し
て
決
め
た
。
大

洲
は
、
懐
か
し
い
ふ
る
さ
と
の

に
お
い
が
あ
り
、
人
柄
も
よ
い
」

と
大
洲
の
印
象
を
語
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
菅
井
さ
ん
や
原
さ
ん

は
、「
誰
に
見
て
も
ら
っ
て
も
嫌

な
気
持
ち
に
な
ら
な
い
作
品
に

仕
上
げ
た
い
」
と
、
抱
負
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

10
月
26
日（
金
）
に
は
、
大
洲

城
で
冒
頭
シ
ー
ン
の
撮
影
が
行

わ
れ
、
多
く
の
観
光
客
が
見
守

る
中
、
緊
迫
し
た
雰
囲
気
が
漂

っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
映
画
は
、
来
年
夏
以
降

に
公
開
さ
れ
る
予
定
で
す
。
お

楽
し
み
に
。

来年夏の公開に向けて

映画「ぼくのおばあちゃん」の
 ロケが進む

表敬訪問する菅井きんさんと原日出子さん
（左から２人目、菅井さん。３人目、原さん）

「裁判員」上映会のご案内
　平成21年５月までに、国民の皆さんが裁
判員として刑事裁判に参加し、被告人が有

罪かどうか、有罪の場合どのような刑にす

るかを裁判官と一緒に決める、裁判員制度

が始まります。村上弘明さん主演の映画「裁

判員」を見ながら、裁判官が裁判員制度に

ついて皆さんの疑問に答えます。

日　時　12月12日㈬
　　　　午後１時30分～
場　所　大洲市総合福祉センター

定　員　50人
申し込み方法　月曜日から金曜日の午前９

時から午後５時までの間に、下記まで電話

で申し込んでください。

申し込み・問い合わせ先

　松山地方裁判所大洲支部　☎24－2038

▲▼大洲城でのロケの様子
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